
令和 6 年度 のぞみ保育園 自己評価

 

保育計画の作成と環境構成 

 

 



 

保育と計画の評価・反省 

 

 

 

 



（２）保育のあり方・子どもへの対応 

健康と安全への配慮 

 

 



 

 

 



 

乳幼児への関わり 

 

 



 

 

 



 

 

 

 



（３）保育者としての資質や能力・良識・適正 

専門家としての能力・良識・適正 

 

 

 



良識とマナー 

 

 

 



義務 

 

 

 



 

組織の一員としてのあり方 

 

 



 

（４）保育者への対応・守秘義務 
情報の発信と受信 

 

 



 

守秘義務の遵守 

 

 



 

対応上のマナー・良識 



 

クレームへの対処 

 

  



（５）保育者の専門性に関する研修・研究への意欲・態度 

 

 

  



（６）子育て支援について 

 

総括 

子どもの活動に合わせて感染症の予防や 活動に合わせて温度、湿度や清潔を保てる職員が多い一方 
時間に余裕がないなどの理由で保育の振り返りが不十分だと考える保育士の割合が高い。 
また、保護者に寄り添い話を聞き、園全体で保護者の情報を共有できている。 
自ら研修会などに参加して自己課題や向上心を持っている職員の割合が少ない事が課題である。 その

ため保育者が向上心を持って研修会に参加したり、オンラインでの研修を受講できるような仕組みを作る
ことが課題である。 
 


